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はじめに
マンボウMola mola (Linnaeus, 1758)はフグ目マ

ンボウ科Molidaeに属し，世界中の温帯・熱帯海

域に分布する大型魚類である（Sawai et al., 

2017）．国内における学術的なマンボウの打ち上

げ記録は少なく（例えば，澤井，2021），著者ら

が調べた限りでは，打ち上げられたマンボウ死骸

の腐敗・移動を観察した事例はみあたらない．そ

こで本研究では，2022年 4月に千葉県館山市の

海岸に打ち上げられたマンボウ 1個体の死骸につ

いて，数日から数週間おきに死骸の状態を観察

し，死骸の腐敗過程や移動について調査を行った

ため，ここに報告する．

材料と方法
本研究で観察したマンボウ1個体の死骸（Fig. 1）

は，2022年 4月 2日午前 9時半頃に千葉県館山

市坂田の海岸（34°58′35.0″N, 139°46′27.1″E）に打

ち上げられているところを，謝辞に記した協力者

によって発見された．その後，第二著者が数日か

ら数週間おきに打ち上げ場所に行って死骸の状態

を撮影・観察し，死骸を見失った 2022年 8月 8

日時点で調査を終了した（観察日：2022年の 4

月 3日，4月 5日，4月 8日，4月 13日，4月 17日，

4 月 22 日，4 月 25 日，5 月 2 日，5 月 10 日，5

月 16 日，5 月 24 日，5 月 28 日，6 月 2 日，6 月

9日，6月 16日，6月 23日，8月 8日）．

本個体の全長と全高は，澤井（2016）の手法に

したがい，第二著者が現場でメジャーによって計

測し，全長約 193 cm，全高約 218 cmであった（Fig. 

1B）．本個体の種同定は，Sawai et al. (2017)にし

たがい，頭部と下顎下部が顕著に隆起しないこと，

舵鰭縁辺部が波打っていること，胸鰭周辺の鱗が

真上から見てギザギザした点状の形状であったこ

とからマンボウと同定された．本個体の打ち上げ

場所周辺の発見 1週間前（2022年 3月 27日）か

ら発見日にかけての海面水温は，気象庁（2024）

からデータを読み取り，15–16 °Cであった．

結果と考察
本研究で観察したマンボウは発見時点で体中

にシワが見られたことや体が全体的に脱色され

て白化していることから，打ち上げられる数日前

に死亡していた可能性が考えられる（Fig. 1A）．

本個体の打ち上げ場所周辺の発見 1週間前から発

見日までの海面水温は，太平洋側における本種の

出現海面水温の範囲内であったことから（澤井ほ

か，2011；澤井，2021），水温が本個体の打ち上

げを導いたとは考えにくい．定置網のある場所が

近いため，本個体は漁獲後に可食部を取られて投

棄された死骸である可能性も考えられるが，観察

できた体側面には目立った外傷は無く，明確な死

因や打ち上げ要因は不明である．

本個体は砂地で発見され（Fig. 1A），その後 4

月 5日に岩場（Fig. 1C），4月 17日に再び砂地（Fig. 

1F），5月 10日に草むら（Fig. 1J）と 3回の大き

な移動が観察され（Fig. 2），それぞれ移動した本

個体の周りには多数の漂着物が確認されたこと
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Fig. 1. An individual of Mola mola (ca. 193 cm total length, ca. 218 cm total body depth) was found stranded on beach at Sakata 
(34°58′35.0″N, 139°46′27.1″E), Tateyama City, Chiba Prefecture, Japan, on 2 April 2022. A–J: the putrefaction process of the large body 
parts. K–L: close-up of body surface with advanced putrefaction. Yellow square: bugs (black dots) on body surface. Red enclosure: large 
body parts with advanced putrefaction. Photograph of A: Nakano.
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から，おそらく雨による増水などの影響も受けて

波によって運ばれたものと推察された．本研究で

は断続的に打ち上げ場所に行ったため，本個体が

人や大型動物によって移動させられた可能性も否

定できないが，それらの可能性は波による移動よ

り低いと思われる．本個体は最初魚体全身があっ

たが，4月 5日には皮下ゼラチン層が軟化して背

鰭が腹側に捻じれ，4月 17日には大部分が消失

して頭部と脊椎骨周りのパーツだけになり，4月

25日には脊椎骨の頭部側と尾部側が分離し，5月

2日以降は頭部側のパーツだけと徐々に欠落して

いった（Fig. 1）．本個体は時間の経過とともに体

が分解されて軽くなり，波によってより遠くの陸

地側に運ばれたものと推察された（Fig. 2）．一方，

8月 8日に本個体のパーツが見つからなかったの

は，完全に分解されたからなのか，もっと他の場

所に運ばれたからなのかは不明である．

本個体の体表の色に注目すると，死後に体表

の色素が落ちて白化した後，徐々に黄色くなり，

さらに時間が経つと褐色に変化した（Fig. 1A–E）．

この黄色や褐色への変化は皮下ゼラチン層に含ま

れる成分が体表に溶け出して油焼け（体から滲み

出した水産物油脂が空気中で自動酸化を起こし，

黄橙色や赤褐色に変色する現象；野中，1958）を

起こした可能性が考えられる．マンボウの皮下ゼ

ラチン層に脂質小球（lipid globules）は確認され

ていないが何らかの脂質（lipid）は存在している

可能性が示唆されており（Davenport et al., 2018），

著者らはマンボウの皮下ゼラチン層を常温で放置

した時に油分と思われる黄色い液体が滲み出てく

ることを観察している（澤井，私信）．また，Fig. 

1Cの時点で強い腐敗臭があり，魚介類の腐敗は

微生物の増殖が原因で色沢の劣化，異臭・異味が

生じることから（小関ほか，2006），変色は微生

物による影響もあるものと思われた．一方，草む

らに移動した本個体の皮下ゼラチン層が黒く変色

Fig. 2. Movement of a carcass of Mola mola (same individual as in Fig. 1). Orange circle: each location of Fig. 1 (A–L) where the 
photographs were taken.
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したり（Fig. 1K），白く変色したのは（Fig. 1L），

黄変させたものとは別種の微生物による影響と推

察された．

本個体は時間の経過とともに体は膨張せず，む

しろ皮下ゼラチン層の水分が溶け出して縮んで

いった（Fig. 1）．大型クジラ類は皮下脂肪層が厚

いために，死亡後に腐敗が進むと細菌増殖によっ

て発生したガスが体内に溜まり，体が風船のよう

に膨張して爆発することがあるが（田島，2021），

マンボウは本研究で観察されたように放置しても

自然と縮んでいくため，体が爆発する危険性は無

いと思われる．

本個体は腐敗して分解されていく過程で様々

な小型生物が体表上で観察された．少なくとも小

型のハエ類（Fig. 1D黄色い四角）とオカダンゴ

ム シ Armadillidium vulgare (Latreille, 1804)（Fig. 

1K；楯形額がわずかに突出，体高がある，体表

面に光沢，ずんぐりとした体形から同定；先崎ほ

か，2015）は本個体の体表上に多数いたので，マ

ンボウの死骸を餌として利用していたものと考え

られ，打ち上げられたマンボウは陸上の小型生物

にも貢献することが本研究で示された．また，表

皮（鱗＋縮んだ皮下ゼラチン層）は分解されつつ

も，自然下では少なくとも打ち上げから 82日後

（Fig. 1L）までは残ることが示された．

謝　辞
本研究を取りまとめるにあたり，Fig. 1Aに関

する写真や情報は中の氏に提供していただいた．

以上の方に心から厚く御礼申し上げる．
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